
 

 

 

 
 

平成 29 年 6 月 21 日 

各     位 

大阪市中央区淡路町三丁目 6 番 3号 

ステラケミファ株式会社 

代 表 取 締 役 深 田 純 子 

（コード番号 4109 東１） 

（問合せ先）取締役執行役員経理部長 中島康彦 
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震災対応型コミットメントライン契約締結に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会におきまして、震災対応型コミットメントライン契約（シンジケー

トローン方式）を締結することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１．震災対応型コミットメントライン契約の目的 

当社は、国内外の情報通信産業を中心に、半導体および電池関連製品をはじめとする
多種多様なフッ化物製品を供給しています。当社の国内における製造拠点は、三宝工場
（大阪府堺市）、泉工場（大阪府泉大津市）、北九州工場（福岡県北九州市）であり、特
に大阪府下の 2 工場（三宝工場・泉工場）は、南海トラフ地震をはじめとする大地震に
起因した被害等が想定され、一時的に生産・資金面において事業継続に影響を及ぼす可
能性があります。主力の半導体関連製品においては、近年、複数拠点による製造分散、
安定供給体制を整えるなどＢＣＰ対応の強化を進めてきましたが、さらに事業の継続性
を高め、お客様への供給責任を果たすため、万が一の被災時においても事業の円滑な継
続および復旧には、震災対応型コミットメントラインの導入が不可欠と判断いたしまし
た。 
 一般的なコミットメントラインでは、震災等の非常時について貸付人による貸付義務
が免除されることから、必ずしも貸付人による貸付実行がなされず、震災等を想定した
企業の復旧資金の調達に際しては万全とは言い難い状態です。今回当社が契約した震災
対応型コミットメントラインでは、通常のコミットメントラインによる資金確保に加え、
震災発生時においても、あらかじめ定められた条件に基づきコミットメントラインの範
囲内での迅速な資金確保が可能となります。 

 

２．震災対応型コミットメントライン契約の概要 

（１）契約額 30 億円 

（２）契約締結日 平成 29 年 6 月 30 日（予定） 

（３）契約期間 

 

平成 29 年 6 月 30 日～平成 32 年 6 月 30 日 

（平成 32 年 6 月 30 日以降、当社からの更新希望に応じて貸付人

の判断により 1年間の延長可能。最大 2回まで行使できる。） 

（４）金融機関 

 

三井住友信託銀行株式会社（アレンジャー兼エージェント） 

株式会社りそな銀行（コ・アレンジャー） 

（５）特徴 

 

大阪府下において、一定規模以上の震災発生時においても、あら

かじめ定められた条件に基づき、コミットメントラインの範囲内

で借入が可能。 

 

以 上 


